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NY マーケットレポート（2016 年 6 月 21 日） 
 

NY 外為市場のドル/円は、米 5年債の入札が英国のEU残留によって価格が下がるリスクを考慮し、応札倍率が 2.29 倍と 2009 年 7 月以来約 7

年ぶりの低水準となった。また、10 年債などの利回りが上昇したことを受けてドル/円は堅調に推移し日中高値 104.80 近辺を超えてきた辺りでは

ストップを巻き込み 105.06 の高値をつけた。一方ユーロ/円は英調査会社サーべーションが欧州連合(EU)離脱の是非を問う英国民投票を巡り、

残留支持 45%、離脱支持 44%と電話世論調査結果が僅差だったため、ポンドをはじめユーロも売られる場面もあった。 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
20:00 

◆≪市況速報≫ 

 

トルコ中銀、１週間物レポレートを 7.50％に据え置き 

トルコ中銀、翌日物借入金利を 7.25％に据え置き 

トルコ中銀、翌日物貸出金利を 9.50％から 9.00％に引き下げ 

 

21：00 

ドル/円 104.68  ユーロ/円 118.42  ユーロ/ドル 1.1312 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6213.87 +9.87 
ダウ 

先物ミニ 
17777 +65 

仏 CAC40 4370.23 +29.47 
S&P 

500 ミニ 
2083.75 +9.50 

独 DAX 10016.45 +54.43 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4412.00 +22.00 

出所：SBILM 

 

21:50 

◆≪市況ニュース≫ 

英国民投票、EU 残留派が 1ポイントリード＝ロイター 

 

21 日公表された最新の英世論調査によると、欧州連合(EU)離脱の是非を問う国民投票が目前に迫る中、離脱派に対する残留派のリード

が縮まった。 

調査会社サーベーションがスプレッドベッティング会社 IG の委託を受けて 20 日に実施した電話調査によると、残留を支持するとの回

答は 45%、離脱は 44%となった。 

サーベーションがメール紙の委託を受けて行なった前回調査(週末公表)では、残留派が 45%、離脱派が 42%だった。 

 

22：27 

◆≪要人発言≫ 

ドラギ ECB 総裁 

 

・「景気は緩やかだが安定したペースで回復すると想定」 

・「目標達成に向け必要なら責務の範囲内で利用可能なあらゆる手段講じる用意」 

・「とりわけ EU 離脱是非を問う英国民投票後のあらゆる緊急事態に対応の用意」 

・「ユーロ圏のインフレ動向なお抑制されている」 

・「事業環境改善・投資促進・生産性向上に向けた強力な政策措置に注力すべき」 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17829.15 +24.28 

ナスダック 4846.82 +9.61 
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出所：SBILM 

22：40 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の NY ダウは、前日比 25 ドル前後上昇の 17843 ドルと続騰スタートになっている。イエレン FRB 議長の証言に注目が集まっていて

様子見で動きは限定的。 

 

23：00 

◆≪要人発言≫ 

イエレン FRB 議長 

 

・「見通しには著しい不透明感残る」 

・「労働市場と経済がさらに改善すると楽観」 

・「世界経済はなお脆弱、中国に試練」 

・「FOMC は緩やかなペースで金利引き上げると再表明」 

・「英国の EU 離脱、著しい経済的波紋起こし得る」 

・「FOMC、利上げに際して慎重に進めていくと再表明」 

・「成長と雇用、インフレの改善｢有無｣を FOMC 判断へ」 

 

イエレン米連邦準備理事会（FRB）議長は上院銀行委員会での公聴会で半期に一度の証言を行い、海外リスクや米国内 

での雇用減速に伴い、利上げに向け慎重な対応が正当化されるとの認識を示した。 

 

23：28 

◆≪要人発言≫ 

イエレン FRB 議長(質疑応答） 

 

・「フォワードガイダンスにそれほど依存せず」 

・「かなりの間、経済活動はまちまち」 

・「過去 2カ月雇用増は大幅に減速」 

・「今後より強い雇用の伸び望む」 

・「1つの指標を過度に重視しないこと重要」 

・「長期的な低金利が経済にとり不可欠だった」 

・「長期的な低金利は不安定招く可能性、現時点で脅威高まっていない」 

・「信用の伸びを注視、懸念する水準にない」 

 

23:55 

◆≪要人発言≫ 

ドラギ ECB 総裁 

 

・「ECB、英国民投票への準備完了。あらゆる事態に備え」 

・「英 EU 離脱の場合に関し中央銀行間で「広範な協議」した」 

・「さらなる刺激策とは新たな TLTRO を意味」 

・「さらなる刺激策が控えている」 

・「マイナス金利、信用の流れに影響していない様子」 

 

00:15 

◆≪要人発言≫ 

イエレン FRB 議長(質疑応答） 

 

・「利上げ前に労働市場の改善確認必要」 

・「複数の指標から労働市場の改善の勢い失われていること疑いない」 

・「米国債のデフォルトは深刻な結果もたらす＝債券買い戻しに関するトランプ氏発言めぐる質問で」 

 

00:53 

◆≪要人発言≫ 

イエレン米 FRB 議長(質疑応答） 

 

・「2015 年のペースでは雇用創出できない可能性」 

・「今後数カ月で労働市場が減速から持ち直すと予想」 
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・「英国民投票による将来の金融政策決定への影響を検討中」 

・「英 EU 離脱、米経済をリセッションに陥れる公算小さい」 

・「米経済が年末時点でリセッションに陥っている可能性低い」 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6226.55 +22.55 

仏 CAC40 4367.24 +26.48 

独 DAX 10015.54 +53.52 

ストック欧州 600 指数 340.04 +2.37 

ユーロファースト 300 指数 1339.32 +12.30 

スペイン IBEX35 指数 8667.30 +20.20 

イタリア FTSE MIB 指数 17431.17 +77.72 

南ア アフリカ全株指数 52955.18 -76.96 

出所：SBILM 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式は続伸。ロンドン FT100 種株価指数終値は前日比 22.55 ポイント高の 6226.55。ドイツの DAX 指数は 

53.52 ポイント高の 10015.54。 

  欧州連合(EU)離脱を巡る 23 日の英国民投票で、残留派が勝つとの期待で買いが優勢となった。 

僅差の世論調査の結果も出てきたため投票を見極めたいと様子見ムードも強かった。 

 

出所：Bloomberg 

02:00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17825.04（+20.17）、S&P500 2087.72（+4.47）、ナスダック 48037.39（+0.18) 

 

≪ポイント≫  

ポンドは不安定な動きに終始した。最新の世論調査結果は欧州連合(EU)残留・離脱が懸かる国民投票の行方がまだ不透明なことを示唆

した。一時は高値 1.4784 を付けて 1月 4日以来の高値となっていたポンド/ドルだったが、IG/サーベーションの世論調査結果が残留支

持 45%、離脱 44%と接戦を示し、余裕で残留が決まるとの楽観は後退しロンドン市場終盤では伸び悩む結果となった。 
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◆≪ 欧州債券市況≫ 

 

独 10 年債利回りは 1bp 低下し 0.05%近辺。イタリア、ポルトガルの 10 年債利回りは概ね横ばい。 

スペイン 10 年債利回りは約 2bp 上昇。 

ユーロ圏金融・債券市場では、欧州中央銀行(ECB)が債務危機時に創設した無制限の債券買い入れ策 

「OMT」についてドイツ憲法裁判所が合法との判断を示したことで安心感が広がった。今回の判断を受け 

23 日の英国民投票で欧州連合(EU)離脱が決定しても、ECB はリスク波及への対応として OMT を活用する道が開かれる模様。 

 

◆≪米国債券市況≫ 

米 5年債入札、応札倍率 7年ぶり低水準 英 EU 残留で価格下落警戒 =ロイター  

 

米財務省が実施した 340 億ドルの 5年債入札は、応札倍率が 2.29 倍と 2009 年 7 月以来約 7年ぶりの低水準だった。 

英国の欧州連合(EU)残留が国民投票で決まれば、安全資産とされる債券保有を減らし、米国債価格が下落する恐れもあり急落リスクが

意識され、積極的な入札参加を控えた公算が大きいとの見方。 

 

 詳細  

 最高落札利回り               1.218% 

 平均落札利回り               1.165% 

 最低落札利回り               1.100% 

 落札価格                99.550203 

 最高利回り落札比率           68.14% 

 カバー(応札倍率)             2.29 倍 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1270.50 -19.50 

NY 原油 48.85 -0.52 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は 3営業日続落し直近の 6月渡しは 19.50 ドル安の 1オンス=1270.50 ドルだった。 

6 月に入ってから高値警戒感から売却する動きが強まったおり、英国の欧州連合(EU)離脱問題を巡り、残留派の勢いを増したとの見方
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も、安全資産とされる金の売りを後押しした。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

NY 原油は、ウェスト・テキサス・インターミディエート（WTI）先物が反落。NY原油先物 7 月終値は 0.52 安の 48.85 ドル。 

米エネルギー情報局（EIA）が 22 日に発表する週間統計の結果待ちとなっている。 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17829.73 +24.86 17877.84 17799.80 
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S&P500 種 2088.90 +5.65 2093.66 2083.02 

ナスダック 4843.76 +6.54 4852.20 4826.59 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

21 日の米株式相場はダウ工業株 30 種平均が 24.86 ドル(0.1%)上昇し 17829.73 ドルで終え小幅にプラス。エネルギー銘柄やハイテク株

がけん引役となった。欧州連合(EU)からの離脱を問う 23 日の英国民投票では、残留という結果に終わるとの観測が強まっている。株式

相場はもみ合った後に上昇。原油相場は下げたものの、石油・天然ガス銘柄は 3日続伸。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

NEW YORK NY 終値 NY 高値  NY 安値  

USD/JPY 104.77  105.06  104.36  

EUR/JPY 117.77  118.51  117.51  

GBP/JPY 153.49  154.36  153.24  

AUD/JPY 78.05  78.56  77.92  

NZD/JPY 74.61  74.96  74.47  

EUR/USD 1.1240  1.1321  1.1243  

AUD/USD 0.7451  0.7514  0.7454  

 

出所：SBILM 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、NY 外為市場のドル円は米 5 年債入札が英国 EU 残留で価格が下がるリスクを考慮して応札倍率が 2.29 倍と 2009 年 7

月以来約 7 年ぶりの低水準だったことで 10 年債などの利回りが上昇したことを受けて堅調に推移、日中高値 104.80 近辺を超えてきた辺り

ではストップを巻き込み 105.06 の高値をつけた。 
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出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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